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【主な研究成果】 

高圧すべり（HPS）加工を、種々の熱処理を施したTi-6Al-7Nb合金に適用し、組織観察を行った。 
レーザー顕微鏡観察によって、HPS加工後は組織不均一性が確認された。 
また、走査透過電子顕微鏡（STEM）観察により、HPS加工後には明瞭な粗大粒は認められず、微細化

した組織が形成されていることを確認した。さらに、高密度転位構造および転位の再配列に起因すると

考えられるサブグレイン形成が観察され、加工後組織形成における変形組織発達過程が確認された。

また、局所的に組織形態やコントラストの異なる領域が観察され、初期組織や初期応力状態の違いがH
PS加工後の微細組織形成に影響していると考えられる。 
 

 

【今後の展望】 

熱処理条件によりHPS加工後の組織不均一性や微細組織形成に差が生じる可能性が示された。今後

は、有限要素法解析によりHPS加工時のひずみ分布を再現し、実験で得られた組織変化および硬さ分

布と比較することで、加工中のひずみ蓄積挙動と微細化挙動の関係を明らかにする。また、得られた組

織・ひずみ分布と機械的性質、さらに耐食性との関係についても検討する。 
 
【具体的な成果】 
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